
令和６年度 福祉教育推進セミナー

コミュニティ・スクールと

地域学校協働活動の

一体的推進に向けて

水戸市教育委員会 生涯学習課
社会教育主事 石 井 浩 司



水戸市について①１



水戸の教育

［教育目標］
知性にとみ，心身ともに健全な風格をそなえた
人間（水戸人）の形成につとめる

［基本理念］
水戸を愛し，世界で活躍できる人材の育成

水戸市の学校運営協議会

・小学校：32校
・中学校：15校
・義務教育学校：１校 計48校

水戸市立学校

水戸市について②1

【令和元年度から水戸市は全小・中・義務教育学校で導入】
〇 １校に一つの学校運営協議会を設置 ⇒３８校
〇 中学校区で一つの学校運営協議会を設置（１小１中学区）⇒１０校（５）

水戸市内に４３校の学校運営協議会を設置



地域と学校の連携・協働において目指すべき体制２

“地域” “学校”

地域学校協働本部
機能や
組織 学校運営協議会

地域学校協働活動推進員
地域コーディネーター

人材 地域連携担当教職員

地域学校協働活動
の展開

コミュニティ・スクール
としての教育活動

・学校支援活動
・放課後子ども教室
・家庭教育支援チーム
・地域未来塾 等

・学校運営協議会開催
・ワーキンググループでの話合い
（熟議の開催）
・教育活動の事業化



地域と学校の連携・協働を進める２つの枠組２

学校を核とした
地域づくり

地域とともにある
学校づくり

・地域の発展を担う人材育成
を学校と担いあえる地域へ
➡地域の活性化
➡人口減少時代の
人づくり・ものづくり

➡次世代育成のきっかけに

地域住民をつなぐ

・活躍の場の創出
・まちの活力を生み出す

・地域に必要とされる学校へ
（信頼向上・学校改善）
➡地域に開かれた学校
➡教育内容の充実・改善
（主体的に学べる授業づくり）

➡教員の働き方改革

子どもと向き合う時間の確保

地域の特色や人材を授業
に生かす取組



水戸市におけるコミュニティ・スク－ルと地域学校協働活動の一体的推進①３
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水戸市におけるコミュニティ・スク－ルと地域学校協働活動の一体的推進②３
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参画

学校支援活動

支援ニーズ

（ 校内担当者）

地域の参画を得て学校を
支援。

（ 所 長 ）
（ 地域住民 ）

学校運営協議会で協議された
課題や提案等を，市民センタ
ーに伝達。

依 頼

水戸市の特徴：1小学校区に１市民センター

学
校

水戸市版地域学校協働活動の仕組み



水戸市版地域学校協働活動の特徴

水戸市におけるコミュニティ・スク－ルと地域学校協働活動の一体的推進③３

水戸市版地域学校協働活動の仕組み構築の経緯



本市の市民センター所長について

社会教育に関わってきた行政職員
又はOBである再任用職員

≪どのような人がなっているのか≫

≪地域コーディネーターになっている『よさ』≫

①各地域に応じた講座や研修会を企画・立案ができる。

②学校や地域住民・団体などの関係者同士との連絡調整
や地域ボランティアの募集・確保をしている。

③学校の行事や地域の自治会や社会福祉協議会などの
様々な会合にセンター所長として参加している。

経験が豊富

地域・学校・行政を結ぶことが
容易にできる

学校の様子がわかる
人間関係も把握しやすい

学校と地域を結ぶ役割を行政職員がしていることから・・・
地域住民に『安心感』をもっていただける。



≪子どもたちには、楽しく学習してほしい≫

〇第３学年：音楽科「ちいきにつたわる 音楽でつながろう」

◎楽しく音楽活動をしている地域人材の活用
・地域人材の発掘における教頭の負担軽減
・教材研究や授業をともに行うことによる担任の負担軽減

学校運営協議会の議論

【学校と地域で共有する目標やビジョン】
『当たり前のことを当たり前にできる，
心身ともに健全な「ふたばっ子」の育成』

◎学びが深まり、より積極的に授業に取り組むようになった

浜田小も同じ構成とするモデル地区の取組 事例①４

（双葉台小・中学校）

これまで学校・教師が担ってきた14の業務の在り方に関する考え方
④地域ボランティアとの連絡調整・⑩授業準備

参考
【概要】学校における働き方改革に関する取組の徹底について（通知） (mext.go.jp)

取組の成果

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/hatarakikata/__icsFiles/afieldfile/2019/04/15/1414498_2_1.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/hatarakikata/__icsFiles/afieldfile/2019/04/15/1414498_2_1.pdf


和太鼓教室の様子



≪子どもたちには，地域の歴史等をしっかりと知ってほしい≫

〇第２学年：生活科「まちたんけん」
〇第４学年：社会科「飲み水を求めて（笠原水道）」
〇第５学年：総合的な学習の時間「備前堀」

◎地域の歴史に精通している地域人材の活用
・教員の教材研究の時間や授業での負担の軽減
・地域学習が苦手な教員や若手教員にとっての資質向上

学校運営協議会の議論

【学校と地域で共有する目標やビジョン】
子どもたちの『ふるさとづくり』

取組の成果

モデル地区の取組 事例②５

（浜田小学校）

これまで学校・教師が担ってきた14の業務の在り方に関する考え方
④地域ボランティアとの連絡調整・⑩授業準備

◎専門家に直接話を聞くことで、より理解が深まった



授業の様子



≪子どもたちには，地域に生きる上での社会性を学んでほしい≫

〇第１学年：生活科「こうえんたんけん」
○第３学年：社会科「スーパーマーケット見学」
○全学年：休み時間等の見守り

◎見守りしていただける地域人材の活用（学校側）
・最小限の教員で引率また巡視ができるので負担が軽減
・『ゆとり』が生まれ，児童一人一人と向き合う時間が確保できる

学校運営協議会の議論

【学校と地域で共有する目標やビジョン】
地域とつながり，地域とともに児童を育てる

取組の成果

モデル地区の取組 事例③６

（堀原小学校）

これまで学校・教師が担ってきた14の業務の在り方に関する考え方
④地域ボランティアとの連絡調整

◎地域住民と触れ合うことで顔見知りの関係になり，登下校時の防犯につなが
っている



活動の様子



これからの方向性①７

『支援』とは、一方的な手助けにすぎない！

≪地域は学校と協働するパートナー≫

社会総がかりでの教育を考える・・・

学校を支援
する地域

協働とは・・・
一方的な依存関係ではないので「一緒にやりましょう」を合言葉
にイコールパートナーになることが重要

［Give and Takeの関係］➡ 【Win-Winの関係】

地域における
教育力の低下

学校を取り巻く問題の
複雑化・困難化

【地域と学校の連携・協働】
課題解決と新たに学びの未来を

創出することが重要！



これからの方向性②７
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自治会，女性会
高齢者クラブ，
ＰＴＡ，

社会教育団体，
文化団体，
スポーツ団体，
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学校支援活動

支援ニーズ

（ 校内担当者）

地域の参画を得て
学校を支援。

（ 所 長 ） （ 地域住民 ）

学校運営協議会
で協議された課題
や提案等を，市民
センターに伝達。

依 頼

水戸市の特徴：1小学校区に１市民センター
１小学校区に１社協支部
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今後の水戸市版地域学校協働活動の仕組み案
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地域みんなの力で子供たちの未来を拓くために・・・８

ご清聴ありがとうございました。


